緊急時対応マニュアル

（事　業　所　名）
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１、はじめに
緊急時の対応は、速やかに行動できる事が解決の糸口となります。ただし、心理状況からも落ち着いて対処ができない場合が多くあります。日頃より予測できない事もありますが、対応手順は周知しておきましょう。
２、想定される緊急事態
①自然災害時の対応
自然災害時の対応としては、「火災時」「風災時」「地震時」などの事態を想定できます。

②事故時の対応
事故時の対応は、「送迎事故」「施設内事故」などの事態を想定できます。
③利用者の急変時の対応
施設内におけるサービス提供時間中に、身体状況の変化による事態が想定できます。
※.①②につきましては、別冊「非常災害マニュアル」「送迎マニュアル」を参照してください。
３、利用者の急変時の対応
1 状態変化を発見した職員は、ご利用者様の血圧・体温・血中酸素・呼吸状態・表情・意識・けいれん等と発生直前の状況を、管理者に速やかに連絡する。
②　状態変化によっては異なるが、管理者の指示に従って下記の対応が必要となる。
・ご家族連絡（個人ファイルのフェースシートや緊急連絡先から）
・急変著しい場合は、救急車要請（１１９番通報手順〈別添①〉に従って）
3 施設対応での緊急受診が必要と考えられる場合、下記の準備をおこなっておくこと。
4 （個人ファイル、状況変化までの観察メモ、携帯電話）
5 各自が関わりを持った経緯を支援提供記録、支援経過記録等にまとめる。
6 内容については、担当の相談支援専門員にも必ず連絡する。
※．緊急対応時は、決められた支援の提供よりも対応を優先してください。ただし、利用者の支
援提供記録上には、『○○の為、サービス実施できず』と記録してください。
※．主治医の指示があった場合は、対応に従ってください。
※．対応に関係なく、判断に迷った時には管理者に必ず連絡する。ささいな事でも構いません。
※．緊急受診の場合、保険証が必要になりますので、ご家族に連絡する際に申し伝えてください。
※.利用者が病気等により死亡した場合、事業者の責めに帰する可能性のあるとき又は利用者の家族等か
ら事業者の責任を問われている場合（トラブルになる恐れがあるとき等）は、市町村等へ報告します。
別冊「事故発生または再発防止マニュアル」を参照してください。

３、緊急時の連絡体制
緊急時の連絡体制としては、ご家族、利用者のかかりつけ医、消防等を含めた関連機関の一覧をあらかじめ整備して置くこと。
別添①

＜１１９番通報手順＞
Ｑ.   ○○消防署です。消防ですか、救急ですか？
Ａ.   救急です。
Ｑ.   そちらの所在地はどちらですか？
Ａ.　 ≪現　住　所≫
「事　業　所　名」です。
Ｑ.   電話番号は何番ですか？
Ａ.   (○○○○)　○○-○○○○です。
Ｑ.   どうされましたか？
Ａ.   ○○されました。(症状)

名前は○○さんと言います。
　　　男性(女性です)です。○○歳です。
　　　意識はあります。
Ｑ.　 今向かっています。
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